
 
 

                                     

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                             

                                   

『一
九
％
』
も
の
誤
差
は
何

を
意
味
す
る
の
か
？ 

 

原
燃
の
回
答
文
で
は
「
固

化
セ
ル
換
気
系
の
フ
ィ
ル

タ
ー
類
の
線
量
は
、
バ
ッ
ク

グ
ラ
ン
ド
レ
ベ
ル
（
自
然
環

境
水
準
）
で
あ
り
、
主
排
気

筒
モ
ニ
タ
の
指
示
値
に
有

意
な
変
動
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
回
固
化
セ
ル
内

で
漏
え
い
し
た
高
レ
ベ
ル

廃
液
に
含
ま
れ
る
放
射
性

物
質
に
つ
い
て
は
、
全
て
固

化
セ
ル
内
に
留
ま
り
、
そ
の 

蒸
発
分
は
本
固
化
セ
ル
換 

                      

気
系
で
適
切
に
処
理
さ
れ

た
も
の
と
判
断
し
て
い
る
」

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

排
気
フ
ィ
ル
タ
ー
で
の
放

射
能
分
析
値
や
除
去
率
、
特

に
も
、
主
排
気
筒
で
の
ス
ト

ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
、
セ
シ
ウ

ム
１
３
７
な
ど
の
測
定
デ

ー
タ
を
示
さ
な
い
ま
ま
、
漏

液
の
ガ
ン
マ
線
三
核
種
の

回
収
率
は
九
七
％(

誤
差±

一
九
％)

で
、「
環
境
漏
え
い

は
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
ま

す
。 

 

核
種
ご
と
に
除
去
放
射

能
の
デ
ー
タ
を
示
し
、
説
明

す
る
こ
と
が
科
学
的
姿
勢

の
は
ず
で
す
が
、
そ
の
よ
う

な
記
述
は
見
当
り
ま
せ
ん
。

広
島
原
爆
約
一
発
分
の
死

の
灰
に
相
当
す
る
放
射
能

量
を
分
析
・ 

計
量
の
誤
差

の
う
ち
と
答
え
る
神
経
に

は
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

ど
う
し
て
『商
業
機
密
』
な

の
か
？ 

 

原
燃
回
答
文
で
は
、
驚
い

た
こ
と
に
、「
商
業
機
密
」

を
理
由
に
回
答
が
な
か
っ

た
項
目
が
二
カ
所
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
「
高
レ
ベ
ル
廃

液
の
成
分
濃
度
」
と
「
高
レ

ベ
ル
廃
液
に
含
ま
れ
る
各

核
種
の
定
量
下
限
値
」
に
つ

い
て
の
釈
明
と
そ
の
デ
ー

タ
に
つ
い
て
の
箇
所
で
す
。 

三陸の海を放射能から守る                       《天恵の海》 
岩手の会                                ２０１０（平成２２）年      

   郵便振替  02240-5-102650                  ８月 １７日 
《再処理／岩手の環境》                              第８８号  
http://homepage3.nifty.com/gatayann/env.htm                           

《まった再処理分庫》                                 編集事務局 S.Oshida 
http://briefcase.yahoo.co.jp/k_imag                                               ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636 

                                                          

漏えいの日時（１回目）２００９年１月９日～２１日 
○漏えい発覚１月２１日時点。 
漏れた高レベル廃液量 約１５０㍑ 回収約１６㍑           
 漏えい廃液中のセシウム１３７放射能 １４５００キュリー 

 回収廃液中のセシウム１３７放射能    ６９００キュリー 

 未回収セシウム１３７放射能      ７６００キュリー 

    （広島型原爆死の灰セシウム１３７の２．５倍） 

○８回の洗浄（０９年２月１９日～１２月２５日）後  
  回収廃液量 １８３００㍑ 

  廃液中のセシウム１３７放射能 １３８００キュリー 

  セシウム 137の回収率９８％＊半減期３０年の補正計算あり。 
        (注) １キュリー＝３．７×１０の１０乗ベクレル 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
セ

ル
内
漏
え
い
と
工
場
周
辺
の
放

射
性
核
種
の
高
濃
度
検
出
に
つ

い
て
、
青
森
・
岩
手
・
宮
城
の
五

市
民
団
体
が
日
本
原
燃
に
提
出

し
て
い
た
質
問
状
に
対
す
る
回

答
が
、
六
月
二
九
日
に
届
き
ま
し

た
。
し
か
し
内
容
は
、
商
業
機
密

と
い
う
こ
と
で
二
箇
所
の
回
答

拒
否
、
回
収
評
価
核
種
に
関
わ
る

重
要
核
種
の
除
外
、
フ
ィ
ル
タ
ー

除
去
率
の
不
明
示
、
定
量
下
限
値

と
す
る
デ
ー
タ
隠
蔽
、
等
な
ど

で
、
都
合
の
良
い
デ
ー
タ
の
解
釈

か
ら
「
環
境
へ
影
響
は
な
い
」
と

の
結
論
へ
強
引
に
導
く
（
い
つ
も

な
が
ら
の
）
”
非
科
学
的
姿
勢
”

に
は
不
安
を
募
ら
さ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
原
燃
報
告
を
無
批
判

に
受
理
し
た
国
の
見
識
が
疑
わ

れ
ま
す
。 

◎
Ｈ
Ｐ
《
再
処
理
／
岩
手
の

環
境
》
に
「
回
答
書
全
文
」
と
コ

メ
ン
ト
掲
載
中 



 

こ
の
よ
う
な
事
項
が
な

ぜ
商
業
機
密
に
な
る
の
か
、 

納
得
が
い
き
ま
せ
ん
。
知
ら

れ
て
困
る
か
ら
公
表
出
来

な
い
の
で
は
な
い
か
と
勘

ぐ
り
た
く
な
り
ま
す
。 

 

主
排
気
筒
で
の
連
続
測

定
記
録
は
平
成
二
一
年
二

月
二
一
日
の
報
告
書
の
資

料
に
出
て
い
ま
す
が
、
最
も

知
り
た
い
一
月
九
日
〜
一

七
日
の
漏
え
い
時
の
デ
ー

タ
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
被
害
の
予
防
原
則
、

安
全
協
定
に
よ
る
放
射
能

の
低
減
化
の
努
力
な
ど
に

つ
い
て
の
質
問
に
も
答
え

て
い
ま
せ
ん
。 

 

何
故
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９

０
を
除
外
し
た
の
か
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

原
燃
回
答
文
で
は
、「 

高

レ
ベ
ル
廃
液
中
の
ス
ト
ロ

ン
チ
ウ
ム
９
０
（
ベ
ー
タ
線

放
射
体
）
は
、
セ
シ
ウ
ム
１

３
７
に
比
べ
て
放
射
性
物

質
濃
度
が
十
分
小
さ
い
こ

と
か
ら
、
漏
え
い
に
つ
い
て

回
収
量
の
評
価
は
全
ガ
ン

マ
線
放
射
性
物
質
で
行
っ

た 

」
と
あ
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
本
年
の
二
月
二

四
日
報
告
書
の
添
付
資
料

か
ら
計
算
す
る
と
、
高
レ
ベ

ル
混
合
槽
内
溶
液
中
の
濃

度
（
ベ
ク
レ
ル
）
比
は 

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
： 

セ
シ
ウ
ム
１
３
７ 

＝ 

約

３
：
２ 

と
な
り
、
ス
ト
ロ

ン
チ
ウ
ム
９
０
の
方
が
多

く
含
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。 

         
 

そ
れ
に
も
係
わ
ら
ず
、

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
を

収
支
対
象
か
ら
除
外
し
、
測

定
が
容
易
な
セ
シ
ウ
ム
１

３
７
な
ど
ガ
ン
マ
線
核
種

三
種
だ
け
の
回
収
量
か
ら

安
易
に
全
体
の
回
収
率
を

算
出
し
て
国
へ
報
告
し
て

い
た
の
で
す
。
非
科
学
的
な

ご
ま
か
し
の
報
告
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 

ち
な
み
に
、
昨
秋
六
ヶ
所

村
尾
駮
の
井
戸
水
か
ら
極

端
に
高
濃
度
の
ス
ト
ロ
ン

チ
ウ
ム
９
０
が
検
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
こ
の
漏

え
い
事
故
と
無
関
係
と
言

え
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

自
然
界
の
六
万
七
千
倍
検

出
し
て
も
、
『濃
度
限
度
以

下
』 

？ 

 

回
答
文
で
は
、
相
も
変
わ

ら
ず
「
工
場
周
辺
の
排
出
放

射
能
は
年
間
０
・ 

０
２
２

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
」
で
自
然
放

射
能
の
「
２
・
４
㍉
シ
ー
ベ

ル
ト
」
に
比
し
て
十
分
小
さ

い
か
ら
安
全
、
と
い
う
説
明

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
の
法
令
で
は
、
例
え

ば
、
最
も
大
量
に
放
出
さ
れ

た
ク
リ
プ
ト
ン
８
５
の
場

合
、
「
周
辺
監
視
区
域
外
の

空
気
中
の
濃
度
限
度
は
三

月
間
平
均
で
一
〇
万
ベ
ク

レ
ル/

立
法
㍍
」
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
数
値
は
自
然
界

の
六
万
七
千
倍
に
当
り
ま

す
。
こ
ん
な
高
濃
度
で
検
出

し
た
と
し
て
も
そ
れ
が
三

ヶ
月
継
続
し
な
け
れ
ば
基

準
は
ク
リ
ア
出
来
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
ゆ
る
い
規
制
が

ク
リ
プ
ト
ン
の
全
量
放
出

を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。。 

 

一
般
公
衆
の
線
量
限
度

（
年
一
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
）
は

「
国
際
放
射
線
防
護
委
員

会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）」
の
一
九

九
〇
年
の
勧
告
に
基
づ
い

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ

の
勧
告
は
、
原
子
力
推
進
機

関
の
意
向
を
強
く
受
け
て

策
定
さ
れ
、「
事
業
的
に
成

り
立
つ
範
囲
」
で
設
定
さ
れ

た
最
低
限
の
「
我
慢
量
」
で

あ
っ
て
け
っ
し
て
安
全
を

保
障
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
二
〇
〇
五
年
に
は
、

世
界
的
に
権
威
あ
る
「
ア
メ

リ
カ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が

「
放
射
線
は
微
量
で
も
体

内
被
ば
く
し
た
場
合
、
相
応

の
危
険
が
あ
る
」
と
す
る
報

告
を
行
っ
て
お
り
、
基
準
値

に
つ
い
て
の
根
本
的
な
見

直
し
が
必
要
で
す
。 

 

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
実
施
以

降
の
、
周
辺
放
射
能
は
、
環 

境
科
学
技
術
研
究
所
報
告

や
青
森
県
環
境
放
射
能
調

査
報
告
、
文
部
科
学
省
海
洋

放
射
線
報
告
な
ど
で
も
、
自

然
界
に
比
し
て
看
過
出
来

な
い
大
き
な
数
値
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
尾
駮

の
井
戸
水
か
ら
高
い
濃
度

の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０

が
検
出
さ
れ
た
こ
と
は
深 

刻
な
事
態
と
な
っ
て
き
て 

                 

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。 

 

原
燃
の
事
業
者
指
定

取
り
消
し
を
！ 

 

 

日
本
原
燃
は
、
高
レ
ベ
ル

廃
液
を
漏
え
い
さ
せ
な
が

ら
、
数
核
種
の
み
の
杜
撰
な

回
収
収
支
で
放
射
能
が
ど

こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
不
明
な
ま
ま
済
ま
そ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
超
危
険

な
高
レ
ベ
ル
廃
液
を
取
り

扱
う
能
力
が
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
国

は
原
燃
の
危
機
管
理
能
力

の
欠
如
の
実
態
を
直
視
し
、

原
燃
の
再
処
理
事
業
指
定

を
取
り
消
し
、
安
全
の
確
保

を
図
る
べ
き
で
す
。 

               

    
 

 
 

 

原
燃
か
ら
の
回
答
書
冒

頭
に
以
下
の
抗
議
が
あ
り

ま
し
た
。 

            

（
一
、
に
つ
い
て
）
こ
れ
ま

で
私
た
ち
の
「
天
恵
の
海
」

紙
で
は
、
過
去
四
回
ほ
ど
の

原
燃
へ
の
申
し
入
れ
の
際

に
、
そ
の
都
度
そ
の
模
様
を

写
真
に
撮
っ
て
、
記
事
と
一

緒
に
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
も
わ
ざ
わ
ざ
「
ポ
ー

ズ
」
を
と
っ
て
写
真
に
収
ま

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

れ
な
の
に
、
な
ぜ
、
後
に
な

っ
て
抗
議
を
行
う
の
で
し

ょ
う
か
？ 

(

二
、
に
つ
い
て
）
正
式
名

称
に
つ
い
て
、
誤
っ
た
把
握

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
点

は
お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。 

（注） 
ストロンチウム 90  

 5.6×10^9Bq/ｍＬ 

＊（質量から Bq を 

  計算したもの） 

セシウム 137  

 3.6×10^9Bq/ｍＬ 

原
燃
か
ら
の 

『抗
議
』に
答
え
る 

一
、
申
し
入
れ
時
の
写
真

を
、「
ブ
ロ
グ
な
ど
に
使
わ

な
い
」
と
い
う
約
束
が
あ

っ
た
の
に
「
ミ
ニ
コ
ミ
」

に
使
っ
た
。 

二
、
対
応
し
た
の
は
「
広

報
総
括
グ
ル
ー
プ
」
で
は

な
く
「
広
報
部
総
括
グ
ル

ー
プ
」
で
あ
り
「
部
」
が

抜
け
て
い
る
。 

 

再
処
理
工
場
か
ら
出
る
放
射
性
核
種
は
、
自
然
界

に
は
存
在
し
な
い
も
の
が
多
く
、
人
体
に
は
防
御
す

る
能
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
食
物
な
ど
で
摂
取
し
、
体

内
に
蓄
積
す
る
と
病
変
の
原
因
に
な
り
ま
す
。 

体内被曝は微量でも危険 


